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1会 計上の保守主義の転位先

周 知 の よ う に,「 期 間 利 益 の 決 定 は 〔利 益 の発 生 過 程 の 〕 不 確 実 性 を処 理 し

な けれ ば な ら な い」(Gelleln,p.61.)の で,そ う した 「不 確 実 性 に対 す る反 応

として,歴 史 的 に 費用 と損 失 の認識 に対 して よ りも収 益 と利 得 の認 識 に対 して

よ り きび しい 要 求 が 課 さ れ て きた」(iBasu,p.9,〉 。 そ の 意 味 で,「 会 計 の もっ

と も古 く,お そ ら くも っ と も普 及 した 〔た め に,も っ と も影響 力 の あ る〕 評 価

原則 は保 守 主 義 で あ る」 と解 釈 され て い る。

な お,「 近 年,こ の ルー ルは 非 難 さ れ る に い た った」(Sterling、p.110.)が,

「保 守 主 義 はそ の 後 〔弱 ま る ど ころ か,逆 に〕 強 ま った 」(Basu.p.34。)と い

わ れ て い る 。

で は,会 計 上 の 保守 主 義 は ど こ に どの よ うに転 位 して,強 め られ た のか 。 そ

の行 方 と態様 を探 る た め に,以 下,本 稿 にお い て は,最 近20年 間 に行 動 経 済 学
メンタウ マ タ 　 ズ

が 新 し い 分 野 と して 研 究 開 発 して きた 「心 情 会 計 の 諸 問題 」(Thaler,p。183.

用 語 法 に関 して 注 記 す る と,2002年 度 の ノーベ ル経 済 学 賞 を ジ ョー ジ ・メ イ ソ

ン大 学 の ヴ ァー ノ ン ・ス ミス と…緒 に受 賞 した プ リ ンス トン大 学 の ダニ エ ル ・

カー ネ マ ン と1996年 に 亡 くな っ た 彼 の 同僚 ・友 人 ア モ ス ・ トヴ ェ ル ス キ ー は
レギユラ　 リ ア ル

1981年 に 「通常 の会計」を意味する 「実情会計」の対極に位置する活動を指
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す た め に 「心 理 勘 定(1)sychologicalaccoullt→ 独 訳geistigKonte11)」 と い う

用 語 を 当 て て い た が,彼 ら も1984年 に な る と コ ー ネ ル大 学(現 在 シ カ ゴ 大 学 〉

の リチ ャ ー ド ・11・ タ ー ラ ー が す で に1980年 に使 っ て い た 「心 情 会 計(mental

accounting→ 独 訳melltaleBuchfiihrlmg)」 を 「ベ タ ー な 用 語 と勧 め て い る 」

プロスベク ト

(Tha1賦p.185n.)の で,こ こで はそ れ に した が って い る。)の うちで 見越 し理

論 の価 値 関 数(を 構 成 す る利 得 関数 と損 失 関 数)の 非 対称 性 に新 解 釈 を加 え る

こ と に よ って,「 保 守 主 義 に対 す る動 機 づ け」(AntleandLambert,p.374.)ま

た は保 守 主 義 の 「心 理 的 基 礎 」(Chambers,p、92.)を 投 資 家(会 計 情 報 の最 終

利 用 者)と 彼 らに 同 調 せ ざ る を え な い 経 営 者(会 計 情 報 の作 成 者 兼 臼己 利 用

者)の 間 に 「共 通 信 念 」(Vanderschraaf,p.1.)と して 成 立 す る 「相 互 主 観 的

合 意 」(Sterling,P.129.)に 求 め る ア プ ロー チ を 通 じて,利 益 「平 準 化 と 〔保
サイクル

守 主 義 を集 中 的 に動 員 す る〕 ビ ッグ ・バ ス の 循 環 」(Sunder,1997.p,75.)が

顕 在 化 す る過 程 を心 情 会 計 に よ って先 導 さ れ る実 情 会計 の動 態 と して 追跡 した

い=)

あ ら ため て指 摘 す る まで もな く,株 式 会 祉 会計 の 「公 開 は経 営 者 と投 資家 の

間 に 〔相 互 主 観 的 〕 共 通 知 識 〔ま た は相 手 の行 動 に関 す る相 互 期待 〕 を創 出 す

る 手段 で あ る」(Sunder,2002、p.175.)が,そ の 前提 条 件 と して 入 り子 構 造 に

注 目 した本 稿 に よ って,投 資 家 と彼 らに 同 調す る経 営 者 の 間 に成 立 す る相 互 童

観 的 「共通 知 識 〔また は季1,1手の行 動 に関す る相互 〕 期 待 が 〔企業〕 文 化 の 構 成

要 素 〔で あ る株 式 会 社 会計 〕 の必 要 か つ 十分 な条 件 で あ る」(Sunder,2(〕02,p.

182.)と い う 「相 互 共 通 理 解 ま た は背 景 知識 」(Vanderschraaf,p、L)を 広 め,

か つ 深 め る の に少 しで も貢 献 で きれ ば,幸 い で あ る。

II心 情会計における利得関数と損失関数の非対称性

かな り前か ら,新 古典派経済学 はそれに固有の 「帝国主義的拡大原理」

(Hirshleif§LP,53.)に そって実証会計学の基礎理論 になっているが,そ の体

系構成の中核に位置する市場を経済生活に合理性を浸透させる場 とみなし,そ
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ホモじエコノミカス

こに お け る行 動 を選 択(決 定)す る主 体 と して 合 埋 的 な 経 済 人 を 想 定 して

い る。

しか し,市 場 は経 済 生 活 か ら(人 問的 限 界 を特 徴 づ け る)不 合 理性 を一 掃 で

きな い ので.そ う した事 実 を 踏 ま え て,新 古 典 派 経 済 学 が 想 定 して い る 「合 理

的 な 〔経 済 〕 人 に対 す る破壊 的 な 攻撃 は 〔進 化 〕 心 理 学 の 〔新 しい研 究 〕 動 向

か らや っ て きた 」(Hirshleifer,p.59.)。 た と えば,「 心 理 学 と経 済学 の 結 合 」

を 目指 して い る 「行 動 経 済 学 」(Mull&inathallandThaler,p.2、)に お い て は,

新 古 典 派 経 済学 に 挑 戦 した ジ ョン ・メ イナ ー ド ・ケ イ ンズ(1883-1946)や フ

リー ドリ ッ ヒ ・ア ウ グ ス ト ・フ ォ ン ・ハ イエ ク(1899-1992)に な ら って,市

ラ シ ヨ ナ ル ゆ フ 　 ル

場における行動を選択(決 定)す る主体として(「 合理的な愚か者」症候群に

かかっている合理的な経済人に代わる)不 合理な常人を想定 している。

そ して,「心情会計過程」を行動 「選択」過程であると理解 していたカーネ

マンとトヴェルスキーにつ ぐ第二世代 として人間 「行動を観測 し,〔そこから

人間行動を支配 している〕 ルールを推理する」ことによって,行 動 「選択の心

理学についてわれわれの理解を増進する」(Thaler,p.184.)研 究をリー ドして

きたリチャー ド・H・ ターラーは 「人々はいかに心情会計活動に従事 している・
サ　ヴエ　

か に関 す るわ れ わ れ の 知 識 の現 状」(Thaler,p.183.)を 概 説 した 調 査 論 文 を

『行 動 的意 思 決 定 誌 』 の1999年9月 号 に発 表 して い る。

よ って,ま ず は じめ に.そ こ に記 述 され てい る(家 計 とは区 別 され る)企 業
サンクロ

の管理会計を先導する心情会計過程 に注目す ると,「人々がゆ くゆ くは埋没
コ ス ト

原 価 を無 視 す る」 事 例 と して.「GourvilleとSoma11〔1998年 〕 は 〔1年 に2

度 会 費 を徴 収 す る〕 ヘ ル ス ・ク ラ ブヘ の 出席(状 況)が 会費 が 支 払 わ れ た 月 に

もっ と も高 く,そ の後 の5ヶ 月 商 に は低 ドす るが,結 局,次 の請 求 書 が きた 時

に再 び 急 増 す る とい う こ とを発 見 して い る」。

か か る埋 没 原 価 ま た は 「前 支 出(prioreXI)en(litures)の 〔行 動 選 択 〕 関 連

性 の 〔当初 は〕 ゆ るや か 〔で,や が て急 速 な〕 減 少 は… … 『〔前 〕 払 い 〔急 速 〕

減 価 』 と呼 ば れ て い る」(Thale箱p.191.)が,そ の こ とは埋 没 原f【"iの行 動 選 択
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に 対 す る非 関連 性 が 心 情 会計 過 程 にお い て ヒ ュー リス テ ィ ック に とら え られ て

い る とい う こ とを意 味 して い る。

つ ぎに.企 業 の財 務 会計 を先 導 してい る心情 会計 過 程 に注 目す る と,カ ー ネ

マ ン と トヴ ェ ル ス キ ー(1979年)の 「見 越 し理 論(1)rospecttheory→ 独 訳

Erwartungstheorie〉 の価 値 関 数(valuefunctlon)は ・一 ・心 情 会 計 の 本 質 的要

素 を表 現 す る3つ の 重 要 な特 徴 を もっ てい る」(Thal巴p.185)。

(1)価 値 関 数 は(人 が物 事 の認 識 や 評 価 をす る際 の 基準 とな る)な ん らか の
ゲインズ ロセツズ

参 照 点(somereferencep。lnt)と 比 較 した利 得 と損 失(の 増 加 に 対 す る

プ ラ ス とマ イ ナ ス価 値 の 増分)を も って定 義 され る。

(2)価 値 関 数(を 構 成 す る利 得 関数 と損 失 関数)は(利 得 また は損 失 の 増加

に対 す る プ ラ ス また はマ イナ ス の価 値 の増 分 が 次 第 に小 さ くな って い く)

感応 度 逓 減(dimisトingsens{tivity)を 示 す 。 つ ま り,物 事 の 認.識や 評 価

が参 照点 を離 れ れ ば 離 れ るほ ど,鈍 くな る とい うこ と を感 応 度 逓 滅 と呼 ん

で い るわ けで あ る,、
コンケ イヴ

以上の説明をグラフ化すると、第1表 に図示 したように,利 得関数は 凹
コンヅエツケス

(くぼ んだ 型)に,損 失 関 数 は 凸(ふ くれ た 型)に,両 者 を合 成 した価 値

関 数 はS字 型 に な る。

(3)そ の 場 合 に,損 失 は 同 額 の 利 得 よ り も大 き く感 じ ら れ,評 価 さ れ る

』(γ(X)〈 一 γ(一X))の で
、 人 々 は 損 失 回避(10ssaversion)に 走 る と い

う考 え を 取 り入 れ た 結 果,「 損 失 関 数 は 利 得 関 数 よ り も急 勾 配 で あ る」

(Ml111ainathanandThaler,p,6.)。

III心 情会計過程によって先導される実情会計

以L考 察 した 利 得 関 数 とは 「非 対 処 的 な損 失 関 数 」(AntileandLambert,p.

382.)が あ らわ して い る よ うに,「 損 失 は 〔会 計情 報 の最 終 〕 利 用 者 〔で あ る投

資 家 〕 に よ って利 得 よ りも過 度 に感 じられ る」(AlltileandLambert、p,374.)ば
ぺ 　 パ 　

か りではな く,同 じ損失でも,「実現損失は帳簿上の 〔未実現〕損失よりも多
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第1表 ・ 見越 し理 論 の価 値 関数

プ
ラ
ス
の

価 利得関数
値

一 一 一 一 一 一
(

レ
)『

一 一 一 一 一 一

相対的損失(一X) 相対的利得(X)

参照点

マ

イ
一 一 一 一 一 一, ナ

ス

損失関数
一 一 一 一 一 一

の
価
値

1・ 、毎

)

第2表 利益平準化 とビッグ ・バスの循環的共存

④
f'、

q♪ ② ③

多額の損失 少額の損失 少額の利益 多額の利益一 旨 一一'

並の損失 並の利益

(ビ ツ グ ・バ ス) (利益 しr準化)

くの 〔心の〕痛みをともなう」 と考えられる。

そこで,「 人々は価値の低下 した有価証券を売却することに気が進まない」

はずであると直観 した 「Odea11〔1998年〕は 〔大割引仲買企業の取引データを

用いて〕投資家が価値の低下した株式よりも価値の増加 した株式を売却すると
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い う こ とを発 見 して い る」(Thaler,p,189。)。

以 上 の よ うな 心情 会 計 上 の発 見 は しば しば 心 情 会計 の追 随者 とな る実 情 会 計

に そ の ま ま妥 当 す る。

そ の 意味 で,「 『赤』 〔字 〕 を計 上 して勘 定 を締 め 切 る こ とを嫌 う他 の証 拠 は

実 情 会 計 の世 界 に屈 す る」(Thaler,p,190.)が,す で に指 摘 した よ うに,損 失

は投 資 家 に よ って 利 得 よ りも過 度 に感 じ られ るの で,少 額 の損 失 が存 在 す る場

合 に は,第2表 に① と して 図 示 した よ うに,少 額 の 損失 の 少 額 の利 益 へ の転 化

が まず 最 初 に手 が け られ る に相 違 な い。

た だ し,少 額 の 損 失 が あ らか じめ 存在 しな い場 合 には,第2表 に② と して 図

示 した よ うに,少 額 の利益 の並 の利 益 へ の引 き上 げ が 最 初 に お こな わ れ る は ず

で あ る 、

事 実,「 少 額 の損 失 が 少 額 の 利益 へ 転 化 さ れ る」(Thaler,p,190。)か,ま た

は 「少 額 の利 益 の 〔並 の利 益 へ の)増 加 … … の頻 度 が著 し く高 い 」(Burgstahler

診mdDichev,p.10L)こ とが 発 見 さ れ て い る。

た しか に,バ ー グ ス ター ラー とデ ィチ ェフ の調査 結 果 は 「絶 対 的 ・相 対 的損

失 に対 す る 回避 を主 張 す る」 「見 越 し理 論 の予 測 に一 致 して い る」(Bur縛stahler

andDichev,p.124.)。 しか し,彼 らの調 査 結 果 は 「あ る意 味 で は相 補 し合 い 。

別 の 意 味 で は 相 反 す る」(Sunder,1997,p,75,)利 益 平 準 化 と ビ ッグ ・バ ス の

循 環 的共 存 を完 全 に見 逃 して い る。

で は,ど うす れ ば,視 野 を 広 げ て,「 『ビ ッ グ ・バ ス』 と利 益 平 準 化 が … …

〔循 環 的 に〕 共存 〔す る要件 を構 成 〕 で き るか 」(Kirschenheitera・1dMelumad,

P,761.)。

筆 者 の考 えで は,ク リー ン ・サ ー プ ラ ス関係 が 保 持 され るか ぎ り,あ る会計

期 間 に お け る利 益 引 き上 げ(ま た は 引 き下 げ)は 他 の 会 計 期 間 にお け る利 益 引

き下 げ(ま た は 引 き上 げ)を と もな う以 上,(時 間 が経 過 す る につ れ て,見 越

し理 論 の価 値 関 数 を表 示 す るS字 型 は微 妙 に変 形 しなが ら,左 右 に シ フ トす る

が,そ の程 度 はわ ず か なの で,無 視 す る と)第2表 に② と して 図 示 した 少 額 の
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利益の並の利益への引 き上げと③として図示した多額の利益の並の利益への引

き下げは連動するので,組 み含わせると.そ こに利益平準化 という会計行動が

成立ずる。

これに対し,第2表 に① として図示 した(不 況期の始ま りに多用される)少

額の損失の少額の利益への転化の有無とは独立 して,④ として図示 した(不 況

期に終止符を打つために活用される)並 の損失を多額の損失へ引き下げるピッ

グ・バスという会計行動が成立する。

事実,利 益平準化においては,「多額の利益は(次 年度に再び増やすために)

〔並の利益のレヴェルまで〕切 り詰められる」のに対 し,少 額の利益は並の利

益へ引 き上げられ る。そして,(不 況期 に終止符を打つために活用 され る)

ビッグ ・バスにおいては,「並の損失は 〔多額の利益の レヴェルにまで〕い く

ぶん膨 らまされる」(Tk&ler,p.190,)。

もちろん,(不 況期の始まりに多用される)少 額の損失の少額の利益への転

化がすでにおこなわれている場合には,並 の損失を多額の損失べ引 き下げる

ビッグ・バスを通 じて,利 益平準化が達成されるので,「利益管理の2つ のあ

り うる パ ター ン」(ZllccaalldCampbe11,p.35,)と して 「利 益 平 準 化 と いわ ゆ

る 『ビ ッ グ ・バ ス』 は 同 じ コ イ ンの2つ の側 面 で あ る」(Sしmder,1997,p,74,)

とい って よい 。 しか し,そ うで ない 場 合 に は,(不 況 期 に 終 止 符 を打 つ た め に

活用 され る)ビ ッグ ・バ スは 次 年 度以 降 に お け る利 益 増 加 を もた らす の で,そ

れ が不 況期 か ら脱 出 を助 長 す る こ とは 間違 い な い。

IV保 守主義が集中的に動員されるビッグ ・バス

保守主義のルールを再検討 したカール ・トマス ・デ ィヴァインも強調 してい

るように,「保守主義の意味を 〔最初か ら〕利益決定という狭い分野に限定す

る必要はない」(Devine,pp,129-130.)の で.保 守主義の意味を会計情報の最

終 「利用者 〔である投資家〕の損失関数の非対称性に対する 〔会計情報の作成

者兼自己利用者である経営者または〕会計管理者の 〔重み付けされた複雑な心
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理 的 〕 反 応 」(AntileandLambert,p.374,)に 求 め る と,す で に考 察 した心 情

会 計 に よ っ て 先 導 さ れ て い る実 情 会計 の諸 事 例 が 示 してい る よ うに,「 明 らか

に,企 業 〔の経 営 者 また は会計 管 理 者 〕 は株 主(ま た は 潜在 的株 主)が 見越 し

理 論 と一 致 す る仕 方 で 利 益 公 表 に反 応 す る と信 じて い る」(Thaler,p.190.)と

理 解 され る。

そ こで,そ う した 見 方 にそ って 会計 上 の保 守 主 義 の 消 長 を た ど って み る と,

「保 守 主 義 の 一 般 原 則 の 派 生 物 」 と して 「原 価 ル ー ル」(Devine,p.114.)が

形 成 され て 以 来,「 歴 史 的 原 佃1・実 現 ルー ル」(Devine,p.112.)を 中核 に して

体 系 化 さ れ た 発生 基 準 会計 が 社 会 的 に容 認 さ れ る につ れ て,保 守 主 義 の 原 則 は

会計 理 論(体 系 内 に納 め きれ ない)体 系 外 の ルー ル と して残 置 す るか,会 社 関

係 者 間 の 公平 性 を保 証 で き ない ルー・ル と して 廃棄 す るか が 選 ばれ る羽 目 に な る

が,や が て 到 来す る(不 況期 に終 わ りを告 げ る)ビ ッグ ・バ ス の 際 に,(不 況

期 か らの 脱 出 に好 都 合 な市 価(時 価)会 計 を代 表 す る)減 損 会計 とい う形 で,

「経 営 者 が 将 来 に 関す る期 待 を改 善 し,業 績 が測 定 さ れ るベ ンチ マ ー クを低 く

す る」(EIliottandShow,p.98.)こ と を狙 って,集 中的 に動 員 され る ル ー ル と

して 復 活 す る と理 解 さ れ る。

参 考 文 献

Antile,Rick,ξmdRichardA.Lambert,"Accountants'LossFしmctionsandInduced

PrefeγencesforCollservatis㎡'ill:GeraldA.Fe!tham,AminH.Amershland

WilliamT.Ziemba(eds,),Eω ノ20'～～f`〆 レ1礎y5i5げ11乏 ル η瓶 々oη4刀4(bノ ～ずπ～`お'

E55α ッ5加Hoア ～o'・gブ」ねh〃EB'♂ ∫紹rωoπh,KluwerAcademicPublishers,1988・

Basu、Sudi【)ta、'』TheCollservatismPrinciplealldtheAsymmetricTimelinessof

Eamings,'ワoμ η～α1qfパ``oど ノ2'"～g4'κ!E60πo規 ノ`溝VoL24,No,1、December1997.

Burgst&hler.Davkl,andIha正)khev,`』EamillgsManage111enttoAvoidEamhlgr)e。

creases&ndI.osses,"/0ε どη,`冠 ガ ィ4``oε`〃∠か馨4刀4乱o"o〃 ガ`凱VoL24,NQ.1、De-

cenlber1997.

Chambers,RJ,,Fo襯 ぬ'ゴ'"15げA`ωz'η`'ノ 懲DeakinUIliversityPress、199L

T)eville、CarlThomas,"TheRuleofConservatismReex肌mined』'Joμr♪2α1gブ 刈`coε"2一



26(470) 第171巻 第56号

!i〃gRβ5齪'τ ノ'.Vo1.1,No.2.Autumn1962、

Elliott,JohnA.、alldWayneH.Show、`』Write・OffsasAccol1鞭tingProceduresto

ManagePerceptions,"Jo'`2-'置41σ ロAc`oκ 寵 加gR85θ`～ ア・`・h,Vo1.26,Supplement,

1988.

Gelleil1,0scarS.,"PeriodicEamings:lncome?orIndlcation?,㌧4`でoμ 寵i'～gllorl-

20艦Vol.1、No.2,June1987、

Hirshleifer,Jack.㌧TheEx1)andingDomainofEconomics,'ワTん εル η2プ'αηrEω ηo漉f

R8て,ri磁 へVo1.75、No,6,Dedember1985.

Kirschellheiter,Michad.andNahumD,Melumad,℃aガBigBatlfandEamlngs

SmoothingCoexistasEquihbriumFhlancialStraしegies?、"Jo～ 〃フ'`～'ρグ オ``o㍑ ～2オ"～g

R俗 齪 κh,Vol。40,No.3、June2002,

Mullalnathan,Sendi、alldRichardThaler、 』`BehavioralEcollonlics,"ル わ痴 ノ'8ル ρ6〆

00-27,DepartmemofEc`)nomics,Mξ しssachusettsInstituteofTechnology,Septem.

ber2000.

Sterling,RobertR.."Conservatism:TheFulldamentalPrhlcil)leofV紋1u砥tionin

Tra(髄tlonalAccounting,㌧4加 α'5,Vol,3,No.2,December1967・

Sunder,Shyam,Thぞ01:y6ゾ ㌧4`τoμ 寵 〆ノ～9α η4Coノ"ro4South・V▽esternCollegePub・

hshing,1997.

"M
ahagementControl,Expectations、CommonKnowledge.al1(lClllture』3

」・配'・肥1げ 漁 〃α9雌8"'ノ1``・`イ'～ 加gR盈 誓砲 κh、Vd.14,20`)2,

Thaler、RichζtrdH.,'MentalAcωuIltingMatters、"」{〃`"'α!げB8h`マ てノfo紹ZDω5ゴoη

.砿罐i1～8.Vol.12、No.3,Septeml)erI999.

Vanderschr&a∫,Peter,㌧ ℃ommonKnowledgゼinl、 協η'の7・4E～ ～くy`」ψ`ず`!'αげ 品iJo50ゾ)h鮎

2001,(Av組ilableat:http:〃plato,stanford.edu/entries/common-kllowledge/)

Zucca、Lind孤 」.,andDa～ 播dR.C狐lpbell,いACloserLookatDiscretionaryWritedowns

ofImpairedAssets』 ㌧4`でo～〃～々 1'gHo〆120π,Vol,6、No.3.September1992。


